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3 市立島田市民病院の現状と課題 

(1) 市立島田市民病院の現状 

 

ア 市立島田市民病院の概要 

 名称 市立島田市民病院

所在地 静岡県島田市野田1200-5

敷地面積 45583.43㎡

延床面積 34,999.29㎡

病床数 536床

※ 内訳　一般：433床、回復リハ：34床、療養：35床、結核：8床、精神：20床、感染症：6床

建物概要 鉄筋コンクリート造　地上5階、塔屋2階建

※ 併設施設

健診センター　鉄骨造地上3階建

救急センター　鉄骨造地上3階建

診療科目等 診療科目

特殊診療 人間ドック、CCU、人工透析

受付時間 土・日曜・祝日及び12月29日～1月3日を除く毎日　午前7時30分～午前11時

認定事項 一般病棟：7対1入院基本料

結核病棟：7対1入院基本料

学会認定

・ ・ 日本大腸肛門学会関連施設

・ ・ 日本整形外科学会専門医制度研修施設

・ ・ 日本形成外科学会専門医制度教育関連施設

・ ・ 日本脳神経外科学会専門医認定制度研修施設

・ ・ 日本脳卒中学会専門医認定制度研修教育病院

・ ・ 日本泌尿器科学会専門医教育施設

・ ・

・

・ ・ 日本眼科学会専門医制度研修施設

・ ・ 日本麻酔科学会認定麻酔指導病院

・ ・ 日本口腔外科学会認定医制度研修機関

・ ・ 日本病理学会研修登録施設

・ ・ 日本救急医学会救急科専門医指定病院

・ ・ 日本臨床細胞学会認定施設

・ ・ 日本臨床細胞学会教育研修施設

・ ・ 日本病態栄養学会認定栄養管理・NST実施施設

・ ・ 日本静脈経腸栄養学会・NST稼働施設

・ ・ 日本栄養療養推進協議会・NST稼働施設

・ ・

・

・ ・ 認定臨床微生物検査技師制度研修施設

・ ・ 地域包括医療・ｹｱ認定施設

各種指定・認定等

・ ・ 救急告示病院

・ ・ 静岡県覚せい剤使用病院

・ 労災保険指定病院 ・ 静岡県指定地域肝疾患診療拠点病院

・ 母体保護法指定医 ・ ｴｲｽﾞ診療拠点病院

・ 厚生労働省臨床研修指定病院 ・ 災害拠点病院

・ 身体障害者福祉法指定医 ・ 地域医療支援病院

・ 生活保護指定病院 ・ 小児慢性特定疾患治療取扱病院

・ 結核指定医療機関 ・ 日本医療機能評価機構認定病院

・ 養育医療指定病院 ・ 人間ﾄﾞｯｸ健診施設機能評価認定

・ 原子爆弾被爆者一般疾病医療取扱病院 ・ 優良人間ﾄﾞｯｸ健診施設指定

・ 静岡県指定自立支援医療機関

※ 出典：市立島田市民病院「市立島田市民病院年報　平成24年度」

日本消化器外科学会専門医修練施設

日本がん治療認定医機構認定研修施設

日本循環器学会認定循環器専門医研修施設

日本心血管ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ治療学会研修関連施設

日本呼吸器学会認定医制度認定施設

国民健康保険療養費取扱機関

日本人間ﾄﾞｯｸ学会人間ﾄﾞｯｸ専門医研修施設

日本東洋医学会研修施設

日本高血圧学会専門医認定施設

日本外科学会外科専門医制度修練施設

日本乳癌学会認定医・専門医制度関連施設

日本周産期・新生児医学会

周産期新生児専門医暫定研修施設

日本静脈経腸栄養学会

・栄養ｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑ専門療法士実地修練施設

内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、神経内科、糖尿病・内分泌内科、心療内科、

漢方内科、緩和ケア内科、外科、呼吸器外科、脳神経外科、整形外科、形成外科、精神科、血液内科、

小児科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線科、

病理診断科、臨床検査科、救急科、麻酔科及び歯科口腔外科

他に院内標榜科として、総合内科、脳卒中科、輸血療法科、健康管理科

日本内科学会認定医制度教育病院

保険医療機関

日本腎臓学会研修施設

日本透析医学会専門医制度認定施設

日本糖尿病学会専門医制度認定教育施設

日本血液学会専門医研修施設

日本皮膚科学会認定専門医研修施設

日本核医学会専門医教育病院

日本胸部外科認定医認定制度指定の関連施設

呼吸器外科専門医合同委員会認定修練施設

日本消化器病学会教育関連施設

日本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設

日本消化器外科学会指定修練施設関連施設
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イ 市立島田市民病院の役割  

市立島田市民病院の役割は以下のとおりです。 

(ア) 大井川流域の基幹病院として、他の医療機関との適切な役割分担の下に、地域が必要

とする医療を継続的かつ安定的に行う。 

(イ) 静岡県保健医療計画に定められた志太榛原医療圏域における 7 疾病 5 事業ごとの医療

連携体制を踏まえ、他の医療機関との病病連携、病診連携の下に、急性期医療の体制を

維持する。 

(ウ) 救急医療(小児救急医療を含む)をはじめ、感染症や結核など、公立病院でなければ担え

ない不採算部門の医療を行う。 

(エ) 災害拠点病院および第二種感染症指定病院として、緊急災害時や新型ウイルス感染流行

などに対応できる医療機能を確保する。 

(オ) 地域における中核的な教育・研修機関として、若手医療人の養成と地域の医療レベルの

向上に貢献する。 

 

ウ 患者動向  

(ア) 外来患者数 

市立島田市民病院の外来患者延数

(全科)は、平成 22 年度から平成 23

年度にかけて増加した後、平成 24

年度には前年度比で 5％程度減少し

ています。これは平成 22～23 年度

にかけて、牧之原市及び吉田町等か

らの患者受入れによる一時的な外来

患者の増加が影響しています。 

 

(イ) 入院患者数 

市立島田市民病院の入院患者延数(全

科)は、平成 22 年度から平成 23 年度

にかけて増加した後、平成 24 年度に

は前年度比で 12%程度減少していま

す。入院についても、平成 22～23 年

度にかけて、牧之原市及び吉田町等か

らの患者受入れによる一時的な入院患

者の増加が影響しています。 

 

※ 出典：市立島田市民病院調べ
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※ 出典：市立島田市民病院調べ
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元島田

本通

横井

阪本

東町

稲荷

道悦

旭

中溝町

中河町

到達圏(自動車：高速道路未使用時)

走行時間60分

走行時間10分
走行時間20分

走行時間30分

市立島田市民病院

凡例

外来患者数

○○○

外来患者1,000件/6ヶ月を超える地区

 

(ウ) 患者住所地 

市立島田市民病院の患者住所地をみると、外来及び入院患者ともに、病院から走行時

間が 10 分以内の地域から多くの患者が来院していることがわかります。また、市立

島田市民病院からの走行時間が 60 分以上の地域からも来院していることがわかりま

す。 

 

a 外来患者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 出典：市立島田市民病院調べ(医事データ：平成 25 年 4 月～9 月) 

家山

市立島田市民病院周辺拡大図 

広域図 
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横井

中溝町
元島田

阪本

到達圏(自動車：高速道路未使用時)

走行時間60分

走行時間10分
走行時間20分

走行時間30分

市立島田市民病院

凡例

入院患者数

○○○

入院患者100件/6ヶ月を超える地区

 

b 入院患者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 出典：市立島田市民病院調べ(医事データ：平成 25 年 4 月～9 月) 

 

 

市立島田市民病院周辺拡大図 

広域図 
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 (エ) 救急医療 

島田市消防本部の救急統計によれば、島田市や川根本町等で発生した救急搬送件数の

うち、90%以上を市立島田市民病院が受け入れています。また、市民病院の救急搬送

受入件数は、年々増加しており、地域の救急医療における重要な役割を担っていること

がわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年　救急搬送件数(全件数)の搬送先施設 単位：件

軽症 中等症 重症 死亡 総計 割合

1 市立島田市民病院 1,901 1,271 349 27 3,548 94.2%

2 藤枝市立総合病院 39 26 3 0 68 1.8%

3 焼津市立総合病院 12 27 4 0 43 1.1%

4 吉田榛原病院 10 7 1 1 19 0.5%

5 静岡市立病院 0 4 13 0 17 0.5%

6 藤枝平成記念病院 2 8 1 0 11 0.3%

その他 19 27 16 0 62 1.6%

1,983 1,370 387 28 3,768 100.0%

※ 出典：島田市消防本部(H24)

搬送先施設

合計

※ 出典：島田市消防本部
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4,000
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平成22年

(3,362)

平成23年

(3,426)

平成24年

(3,548)

シェア(%)救急受入件数(件)

市立島田市民病院救急受入件数・傷病程度別シェアの推移

救急受入件数 軽傷 中等症 重症 死亡
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(オ) 地域医療支援病院としての役割 

市立島田市民病院は、紹介患者に対する医療提供、医療機器等の共同利用の実施等を

通じて、地域医療を担う「かかりつけ医」や「かかりつけ歯科医」等を支援する地域

医療支援病院です。 

島田市内の診療所等から市民病院への 1 施設当たり紹介件数をみると、全体平均の

3.5 倍以上、市民病院から他施設への逆紹介件数についても同様の傾向であり、市民

病院と島田市をはじめとする他施設との連携関係が密接であることがわかります。市

民病院によるバックアップ機能があるからこそ、開業医が安心して島田市内で医療提

供できる環境が形成されていると言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 出典：市立島田市民病院調べ
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逆紹介率:%

診療情報提供料

算定数:件 診療情報提供料算定数と逆紹介率の経年推移

診療情報提供料算定数 逆紹介率

地域別の逆紹介施設数と逆紹介件数(平成24年度) 単位：件

構成

島田市 105 9,577 64.5% 91.2

焼津市 67 669 4.5% 10.0

藤枝市 101 1,387 9.3% 13.7

牧之原市 38 540 3.6% 14.2

吉田町 20 520 3.5% 26.0

川根本町 8 513 3.5% 64.1

御前崎市 7 23 0.2% 3.3

その他 230 1,626 10.9% 7.1

合計 576 14,855 100.0% 25.8

※ 出典：市立島田市民病院調べ

1施設当たり

逆紹介件数
地域 逆紹介施設数 逆紹介件数

※ 出典：市立島田市民病院調べ
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紹介率:%紹介患者数:人 紹介患者数と紹介率の経年推移

紹介患者数 紹介率

地域別の紹介施設数及び紹介件数(平成24年度) 単位：件

構成

島田市 112 7,509 62.7% 67.0

焼津市 61 327 2.7% 5.4

藤枝市 98 1,243 10.4% 12.7

牧之原市 29 599 5.0% 20.7

吉田町 20 455 3.8% 22.8

川根本町 9 462 3.9% 51.3

御前崎市 8 19 0.2% 2.4

その他 297 1,362 11.4% 4.6

合計 634 11,976 100.0% 18.9

※ 出典：市立島田市民病院調べ

施設住所地 施設数 紹介件数
1施設当たり

紹介件数
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(カ) 急性期入院医療における特徴 

a 圏域内で急性期医療を担う公立病院 

志太榛原医療圏において急性期医療を担う公立病院の病院指標は下表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b 診断群分類別の特徴 

下表は、志太榛原医療圏内の DPC 対象病院における入院患者の診断群分類別の構成

比率を表したものです。 

これによれば、市立島田市民病院の入院患者の疾病構成としては、「消化器系疾患」

「呼吸器系疾患」「循環器系疾患」による入院患者が多いことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

DPC対象病院別の診断群分類別構成比率

全国の500床以上 市立島田市民病院 藤枝市立総合病院 藤枝平成記念病院 焼津市立総合病院 榛原総合病院

500床以上
536床

(稼働：516床)
594床 199床 471床

450床
(稼働：183床)

1 神経系疾患 6.1% 4.9% 3.0% 44.2% 9.3% 2.7%

2 眼科系疾患 6.1% 5.6% 4.9% 0.0% 5.6% 0.0%

3 耳鼻咽頭科系疾患 4.9% 1.4% 5.0% 0.3% 6.3% 0.9%

4 呼吸器系疾患 10.6% 18.6% 15.3% 1.6% 10.9% 9.2%

5 循環器系疾患 10.5% 11.5% 9.4% 0.6% 1.7% 19.3%

6
消化器系疾患、肝臓・胆
道・膵臓疾患

20.5% 22.7% 21.3% 22.7% 18.5% 21.5%

7 筋骨格系疾患 5.2% 2.5% 3.7% 19.6% 2.2% 3.9%

8 皮膚・皮下組織の疾患 1.8% 2.7% 2.2% 0.1% 1.7% 0.8%

9 乳房の疾患 1.5% 0.8% 1.8% 0.3% 0.8% 0.5%

10
内分泌・栄養・代謝に関す
る疾患

3.3% 4.8% 3.4% 1.2% 2.3% 2.2%

11
腎・尿路系疾患及び男性生
殖器系疾患

7.6% 9.0% 8.8% 3.8% 8.1% 11.2%

12
女性生殖器系疾患及び産褥
期疾患・異常妊娠分娩

8.2% 1.3% 4.7% 0.0% 14.2% 10.4%

13
血液・造血器・免疫臓器の
疾患

2.8% 2.9% 1.2% 0.5% 1.2% 1.3%

14 新生児疾患、先天性奇形 2.8% 0.7% 3.1% 0.5% 3.8% 1.3%

15 小児疾患 1.3% 2.5% 2.5% 0.5% 2.5% 0.8%

16 外傷・熱傷・中毒 4.9% 6.6% 8.0% 3.0% 8.7% 12.3%

17 精神疾患 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.2% 0.1%

18 その他 1.7% 1.3% 1.5% 0.8% 2.2% 1.9%

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

- 8,381 10,116 2,373 9,526 2,875

院内シェア1位 院内シェア2位 院内シェア3位

※ 出典：厚生労働省DPC評価分科会(平成24年度）
※ 「全国の500床以上」は平成24年度（12ヶ月）の全国500床以上のDPC対象病院の平均値

施設名

病床数

総計

全体

志太榛原医療圏内の公立病院の病院指標

市立島田市民病院 藤枝市立総合病院 焼津市立総合病院 榛原総合病院

入院 許可病床数 536床 594床 486床 450床

1日平均入院患者数 410人 427人 403人 173人

病床利用率(全体) 79.4% 71.8% 82.8% 38.5%

平均在院日数(一般病床) 13.1日 14.1日 12.3日 11.5日

外来 1日平均外来患者数 1,023人 956人 1,008人 457人

※ 出典1：総務省「地方公営企業年鑑(平成24年度)」

※ 出典2：市立島田市民病院調べ

※ 市立島田市民病院については、精神病床20床を休止としているため、稼働病床数は516床である。

※ 榛原総合病院については、許可病床数に対する稼働率を記載している。

※ 榛原総合病院の稼働病床数は、一般:141床、療養:42床、合計:183床である。

※ 1日当たり平均患者数については小数点第1位を四捨五入している。
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また、志太榛原医療圏内のDPC 対象病院における入院患者数を他施設と比較すると、

市立島田市立病院は、「呼吸器系疾患」「循環器系疾患」「皮膚・皮下組織の疾患」

「内分泌・栄養・代謝に関する疾患」「血液・造血器・免疫臓器の疾患」で、最も多

いことがわかります。 

 

 

 

DPC対象病院別の診断群分類別取扱い件数及びシェア

市立島田市民病院 藤枝市立総合病院 藤枝平成記念病院 焼津市立総合病院 榛原総合病院 合計

件数 410 299 1,050 885 77 2,721

シェア 15.1% 11.0% 38.6% 32.5% 2.8% 100.0%

件数 472 495 0 537 0 1,504

シェア 31.4% 32.9% 0.0% 35.7% 0.0% 100.0%

件数 115 508 7 599 25 1,254

シェア 9.2% 40.5% 0.6% 47.8% 2.0% 100.0%

件数 1,559 1,551 38 1,034 265 4,447

シェア 35.1% 34.9% 0.9% 23.3% 6.0% 100.0%

件数 966 955 15 159 554 2,649

シェア 36.5% 36.1% 0.6% 6.0% 20.9% 100.0%

件数 1,900 2,156 538 1,762 617 6,973

シェア 27.2% 30.9% 7.7% 25.3% 8.8% 100.0%

件数 212 373 466 205 111 1,367

シェア 15.5% 27.3% 34.1% 15.0% 8.1% 100.0%

件数 230 224 3 159 22 638

シェア 36.1% 35.1% 0.5% 24.9% 3.4% 100.0%

件数 71 186 8 72 13 350

シェア 20.3% 53.1% 2.3% 20.6% 3.7% 100.0%

件数 402 341 28 216 62 1,049

シェア 38.3% 32.5% 2.7% 20.6% 5.9% 100.0%

件数 754 892 89 775 322 2,832

シェア 26.6% 31.5% 3.1% 27.4% 11.4% 100.0%

件数 111 472 0 1,352 299 2,234

シェア 5.0% 21.1% 0.0% 60.5% 13.4% 100.0%

件数 246 124 13 110 38 531

シェア 46.3% 23.4% 2.4% 20.7% 7.2% 100.0%

件数 56 315 13 365 36 785

シェア 7.1% 40.1% 1.7% 46.5% 4.6% 100.0%

件数 210 248 13 242 22 735

シェア 28.6% 33.7% 1.8% 32.9% 3.0% 100.0%

件数 553 811 71 826 354 2,615

シェア 21.1% 31.0% 2.7% 31.6% 13.5% 100.0%

件数 9 14 1 16 3 43

シェア 20.9% 32.6% 2.3% 37.2% 7.0% 100.0%

件数 105 152 20 212 55 544

シェア 19.3% 27.9% 3.7% 39.0% 10.1% 100.0%

件数 8,381 10,116 2,373 9,526 2,875 33,271

シェア 25.2% 30.4% 7.1% 28.6% 8.6% 100.0%

※ 出典：厚生労働省DPC評価分科会(平成24年度) DPC対象病院群の中で市立島田市民病院のシェアが最も高い疾患

17 精神疾患

18 その他

総計

14 新生児疾患、先天性奇形

15 小児疾患

16 外傷・熱傷・中毒

11
腎・尿路系疾患及び男性生
殖器系疾患

12
女性生殖器系疾患及び産褥
期疾患・異常妊娠分娩

13
血液・造血器・免疫臓器の
疾患

8 皮膚・皮下組織の疾患

9 乳房の疾患

10
内分泌・栄養・代謝に関す
る疾患

5 循環器系疾患

6
消化器系疾患、肝臓
・胆道・膵臓疾患

7 筋骨格系疾患

2 眼科系疾患

3 耳鼻咽頭科系疾患

4 呼吸器系疾患

施設名

1 神経系疾患
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エ 有識者合同ヒアリング 

(ア) 有識者合同ヒアリングの概要 

 

目的 有識者による専門的な見地からの意見を求め、「新市立島田市民病院建設基本構想」策

定のための基礎資料とする。 

実施主体 島田市 

実施日 【第 1 回】平成 26 年 4 月 3 日 

【第 2 回】平成 26 年 4 月 24 日 

出席者 医療関係団体(７団体)、医療関係有識者(４名) 

ヒアリング

テーマ 

【第 1 回】島田市民病院の役割、機能及び規模について 

【第 2 回】新市立島田市民病院の機能及び規模について、建設候補地について 

※ 出典：島田市 

 

(イ) 有識者合同ヒアリングにおける主な意見 

a 市民病院の役割、機能に対する主な意見 

市立島田市民病院は島田市で唯一の病院ですが、島田市のみではなく、牧之原市や吉

田町等を含めた志太榛原医療圏全域からの患者にも対応している現状を踏まえた機能

検討が必要であることや、市立島田市民病院の診療機能を明確にした上で藤枝市立総

合病院や焼津市立総合病院等と連携しながら、今後も、地域医療の中核を担う急性期

病院として、市民の命と健康を守る役割を担ってほしいとの意見が挙げられました。 

また、島田市内では、療養病床や回復期リハビリテーション病床が不足していますが、

こうした急性期を脱した患者の受け皿や在宅医療提供体制の整備については、市民病

院単独ではなく、島田市や志太榛原医療圏としての検討が必要であるとの意見も挙げ

られました。 

b 病院規模に対する主な意見 

市立島田市民病院の診療圏の考え方や現状機能の維持を考慮すると 500 床程度の

病床規模が必要であるとの意見が挙げられました。また、医療行政の動向も踏まえ、

急性期機能と慢性期機能を分離して整備してはどうかとの意見も挙げられました。 

c 建設地に対する主な意見 

建設地を選定するにあっては、土地を確保できることが大事であり、その上で、目

指す医療機能・水準を考慮して、建設地を検討する必要があるとの意見が挙げられま

した。また、交通アクセス等の患者にとっての利便性、災害拠点病院としての機能性、

事業継続性などの観点で検討が必要であるとの意見も挙げられました。 
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オ 市立島田市民病院の患者からのご意見・ご希望 

(ア) 外来アンケート 

 

目的 市民病院への患者の要望や評価を把握し、今後の病院経営の参考資料とする。 

実施主体 市立島田市民病院 

期間 平成 25 年 11 月 18 日・19 日 

対象 平成 25 年 11 月 18 日・19 日に外来受診した患者 

有効回答 625 件(白紙回答 8 件) 

※ 出典：市立島田市民病院調べ 

 

ａ 市民病院へのご意見・ご希望に関する回答 

市立島田市民病院に望むことの上位３件は、以下のとおりでした。 

１．待ち時間の短縮化 

２．駐車場の拡大 

３．診療制限(紹介状なしでの外来受診の制限)の廃止 

 

自由記述による当院へのご意見、ご希望については 123 件が寄せられ、うち当院への

ご要望が 64％(78 件)、感謝のご意見が 10％(12件)、新病院建設に関するご意見が 11％

(14 件)、その他のご意見が 15％(19 件)でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上記のうち、３つ以内で選択 

 

 

 

 

0 50 100 150 200 250 300

院内の食堂・売店の充実

スタッフの応対の向上

プライバシー保護の徹底

在宅医療の充実

利便性、快適性を高める新たな施設の設置

救急医療の充実

相談体制の充実

バス路線の充実

待合・診察室・トイレ等の改善

一人ひとりにかける診察時間の増加

病院と開業医との診療情報の共有・連携

５疾病に対する診療の充実

診療・治療説明の充実

高度な医療機器の充実

診療制限の廃止

駐車場の拡大

待ち時間の短縮化

当院へのご意見、ご希望（自由意見）
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ｂ 新病院建設に関する回答 

新病院の建設については、75％の方が検討を行っていることを「知っている」と回

答し、新病院建設の必要性については、66％の方が「必要である(どちらかといえば

必要である)」と回答しています。また、建設場所については、「現在の場所」が 53％

で最多で、次いで「郊外」が 19％でした。 

 

 

島田市では新病院建設の検討

を行っていることを知ってい

ますか？ 

 

 

 

 

 

新病院を建設することの必要

性についてどう思いますか？ 

(回答数：467 件) 

 

 

 

 

 

 

新病院の建設場所は、どこが適

当だと思いますか？ 

(回答数：309 件) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31%

35%

16%

9%

2%
6%

1%

必要である

どちらかといえば必要である

どちらかといえば必要ない

必要ない

その他

分からない

無回答

75%

17%

8%

知っている

分からない・知らない

無回答

53%

11%

19%

6%
7%4%

ますか？

現在の場所

市内中心部

郊外

その他

分からない

無回答
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(イ) 入院アンケート 

 

目的 市民病院への患者の要望や評価を把握し、今後の病院経営の参考資料とする。 

実施主体 市立島田市民病院 

期間 平成 25 年 11 月 25 日～12 月２日 

対象 平成 25 年 11 月 25 日に当院に入院している患者 

有効回答 232 件(白紙回答２件) 

※ 出典：市立島田市民病院調べ 

 

ａ 市民病院へのご意見・ご希望に関する回答 

市立島田市民病院に望むことの上位３件は、以下のとおりでした。 

１．診療・治療説明の充実 

２．スタッフの増員 

３．高度な医療機器の充実 

 

自由記述による当院へのご意見、ご希望については 47 件が寄せられ、うち感謝のご意

見が 32％(15 件)、サービスに関するご要望が 30％(14 件)、施設・設備に関するご要

望が 38％(18 件)でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上記のうち、３つ以内で選択 

 

 

0 20 40 60 80

プライバシーの保護の徹底

図書貸出などのサービスの充実

退院時の相談支援の充実

職員の応対の向上

院内の食堂・売店の充実

高齢者・障害者に配慮した施設改修

在宅医療の充実

見舞い者のマナーの向上

救急医療の充実

病院と開業医との診療情報の共有・連携

利便性、快適性を高める新たな施設の設置

食事の充実

病室・トイレ等の改善

相談体制の充実

高度な医療機器の充実

スタッフの増員

診療・治療説明の充実

当院へのご意見、ご希望(自由意見)
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ｂ 新病院建設に関する回答 

新病院の建設については、68％の方が検討を行っていることを「知っている」と回

答し、新病院建設の必要性については、54％の方が「必要である(どちらかといえば

必要である)」と回答しています。建設場所については、「現在の場所」が 41％で最

多で、次いで「郊外」が 22％でした。 

 

 

島田市では新病院建設の検討

を行っていることを知ってい

ますか？ 

 

 

 

 

 

 

新病院を建設することの必要

性についてどう思いますか？ 

(回答数：158 件) 

 

 

 

 

 

新病院の建設場所は、どこが適

当だと思いますか？ 

(回答数：85 件) 

 

 

 

 

 

32%

22%
19%

11%

2%

10%
4%

必要である

どちらかといえば必要である

どちらかといえば必要ない

必要ない

その他

分からない

無回答

41%

10%
22%

13%

8%
6%

現在の場所

市内中心部

郊外

その他

分からない

無回答

68%

25%

7%

知っているか

知っている

知らない・分からない

無回答
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カ 病院職員アンケート 

 

目的 「まちなか集積医療基本構想」の策定にあたり、建設地の意向を把握する。 

実施主体 市立島田市民病院 

期間 平成 24 年６月 21 日～８月３日 

対象 病院職員 

有効回答 669 件(「新病院を建設するのに最もふさわしいと思う場所を選んでください」の問

いに対する有効回答数) 

※ 出典：市立島田市民病院調べ 

 

市立島田市民病院の職員を対象とした新病院建設地に関するアンケートでは、669 件

の回答が寄せられ、職員の 60%が新病院建設地として現在地が最もふさわしいと回答し、

続いて 17%の職員が市役所周辺と回答しています。 

 

新病院を建設するのに最もふさ

わしいと思う場所を選んでくだ

さい。 

 

 

 

 

 

また、現在地がふさわしいと回答した理由として、「十分な駐車場が確保される」「バ

イパスを利用する患者を集めやすい」「環境がよい」が主な理由として挙げられていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60%
17%

5%

3%
4%

2%
9%

新病院建設地に関する職員ｱﾝｹｰﾄ結果

現在地

市役所周辺

旧ｼﾞｬｽｺ周辺

駅北口駐車場周辺

駅南口西側

駅北西駐車場周辺

その他

13

256

12

180

30

306

25

21

165

78

49

366

5

2

5

118

12

144

105

2

0 50 100 150 200 250 300 350 400

環境が劣る

環境が良い

院内保育園が遠くなる

院内保育園が近い

ﾊﾞｲﾊﾟｽを利用する患者が他へ行ってしまう。

ﾊﾞｲﾊﾟｽを利用する患者を集めやすい

公共交通機関を利用する人が少ない

公共交通機関を利用する人が多くなる

交通渋滞は生じない

交通渋滞を招く恐れがある

十分な駐車場が確保できない

十分な駐車場が確保される

地盤が比較的固いから

地盤が弱いから

高層建物でも動線は問題ない

高層建物では動線が悪くなる

高層建物でも、災害対応が可能

高層建物でも、災害対応が難しい

市街地の活性につながらない

市街地が活性されるから

単位：件

「現在地」がふさわしいと回答する理由
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33.6 

22.0 

26.8 

31.3 

50.7 

22.2 

11.3 

35.4 

9.9 

8.7 

5.8 

19.1 

1.8 

3.8 

0% 20% 40% 60%

活力ある産業が発展したまちづくり

自然環境を大切にしたまちづくり

都市基盤・生活環境が整ったまちづくり

福祉が充実したまちづくり

医療が充実したまちづくり

人づくりや育児・教育環境が充実したまちづくり

健康づくりやスポーツ活動が盛んなまちづくり

地震対策など災害に強いまちづくり

歴史や文化を大切にするまちづくり

観光や訪れる人との交流が盛んなまちづくり

ボランティアや地域活動などの住民参加が

盛んなまちづくり

大井川流域の中心都市として、

周辺市町と連携を図ったまちづくり

その他

不明・無回答

全体（Ｎ=1,223）

44.4 

54.8 

44.2 

41.8 

61.7 

42.9 

34.6 

31.6 

37.5 

40.7 

26.9 

37.0 

3.7 

3.1 

4.6 

5.9 

2.1 

8.2 

0.9 

1.1 

0.6 

0.7 

0.5 

0.7 

8.7 

2.9 

5.6 

2.7 

2.0 

3.9 

7.7 

6.5 

7.6 

8.2 

6.7 

7.3 

全体（Ｎ=1,223） 【健康・福祉・医療】

(22)保育環境の充実や子育てへの支援

(23)高齢者の医療・介護・福祉の充実

(24)障がい者が生活しやすい環境づくり

(25)健康の増進（健康診断や予防対策）

(26)医療の充実

(27)安心できる消費生活の実現

非常に重要 重要

どちらともいえない さほど重要ではない

重要ではない 不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

キ 市民の思い 

(ア) 「島田市総合計画後期基本計画」策定にかかる調査 

a 住民アンケートによる調査 

 

目的 「島田市総合計画後期基本計画」を策定するための基礎資料とする。 

実施主体 島田市 

期間 平成 25 年 7 月 1 日～7 月 15 日 

対象 一般市民(20 歳以上)：3,000 人(住民基本台帳より無作為抽出) 

有効回答 1,233 件 

※ 出典：島田市 

 

島田市総合計画後期基本計画策定にかかる住民アンケート調査の結果では、「市はど

のような都市をめざしたら良いか」の問いに対して、「医療が充実したまちづくり」

が有効回答のうち 50.7%と最も多い結果でした。また、「市の取り組みに対する重要

度は」の問いに対して、「医療の充実」が最も多いことから、医療の充実を求める意

識が最も高いものとなっています。 

 

島田市は今後どのような都

市を目指したら良いと思い

ますか。 

(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島田市の【健康・福祉・医療】

における取り組みに対する

「重要度」について。 
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b タウンミーティングにおける意見カードによる調査 

 

目的 「島田市総合計画後期基本計画」を策定するための基礎資料とする。 

実施主体 島田市 

実施日 川根地区：平成 25 年 9 月 18 日、旧島田・大津地区：平成 25 年 9 月 30 日 

初倉地区：平成 25 年 10 月 2 日、五和地区：平成 25 年 10 月 4 日 

金谷地区：平成 25 年 10 月 7 日、伊久美・大長地区：平成 25 年 10 月 9 日 

六合地区：平成 25 年 10 月 16 日 

対象 「島田市総合計画後期基本計画」策定にかかるタウンミーティング参加者 

有効回答 296 件(「病院を建替える場合、どこが良いと思いますか」の問いに対する有効回答数) 

※ 出典：島田市 

 

「病院を建替える場合、どこが良いと思いますか」の問いに対する地区別の回答結果

は下図のとおりです。 

アンケート結果では地区ごとにみると、「現在地」を上回って、「他の場所」を回答

している地区はあるが、全地区でみると、約 6 割が新病院建設地について「現在地」と

回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「他の場所」と回答された方が、新病院建設地として良いと考える主な場所は

以下のとおりでした。 

 

金谷中学校跡地 島田球場周辺 

新東名島田金谷インターチェンジ周辺 ばらの丘公園周辺 

特種東海製紙㈱横井工場 牧之原台地周辺 

市民病院西側の山 権現荘跡地周辺 

富士山の見える高台 お茶の郷周辺 
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34.5%

40.0%

19.4%
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34.0%

38.2%
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合計(296件)

六合(44件)

伊久美・大長(29件)

金谷(25件)

五和(31件)

初倉(62件)

旧島田・大津(50件)

川根(55件)

タウンミーティングでの新病院建設地アンケート結果

現在地 他の場所
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(イ) 「新しい島田市民病院への思いやご意見をお聴かせください」募集結果の概要 

 

目的 「新市立島田市民病院建設基本構想」策定のための基礎資料とする。 

実施主体 島田市 

実施日 平成 26 年 1 月 20 日(月)～2 月 19 日(水) 

意見収集方法 E メールまたは持参 

提出意見数 ３3 件(提出者数：9 名) ※広報しまだ及び市ホームページで募集 

※ 出典：島田市 

 

意見の中で最も多かったのは、 

建設場所についてのご意見です。現在

地以外に交通アクセスが容易である場

所や防災拠点としてふさわしい場所、

高齢者による利用を考慮した場所等、

建設地に求める要件についての意見が

多数挙げられました。 

2 番目に多かったのが、新病院建設計画の検討方法に関するご意見です。事業費を考

慮しつつ、専門家の意見を基に、十分な市民の理解と協力を得ながら検討を進める必

要があるとの意見が挙げられました。 

また、診療内容に関する意見としては、患者への説明や患者の立場にたった医療の提

供を求めるといった患者満足に関連するご意見や他施設との連携も考慮した情報シス

テム構築についてのご意見も多く挙げられました。 

 

(ウ) 新市立島田市民病院建設基本構想のための意見交換会 

 

目的 「新市立島田市民病院建設基本構想」策定のための基礎資料とする。 

実施主体 島田市 

実施日 平成 26 年 4 月 16 日(水) 

場所 島田市役所 4 階 第三委員会室南 

対象 島田市地域医療を支援する会会員 10 名 

※ 出典：島田市 

 

島田市地域医療を支援する会の会員の方々との意見交換では、医師をはじめとする医

療従事者の確保が厳しい状況であるとの認識を踏まえ、新病院では医療従事者が市立

島田市民病院で勤務したいと思えるような勤務環境や指導体制を整備してほしいとの

意見が挙げられました。 

医療機能や建設地については、新病院の位置づけを考えるとともに、中心部だけでな

く川根などの周辺地域を考慮した計画として欲しいということや防災拠点としての病

院の立地を考えたほうがいいという意見が挙げられました。 

1
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また、高齢化の進展により自家用車での通院が難しくなることを踏まえた公共交通の

確保や市立島田市民病院退院後も含めた医療と介護全体を見た環境の整備をしっかり

してほしいという意見が挙げられました。 

 

(エ) 新市立島田市民病院建設基本構想のための市民ワークショップ 

 

目的 「新市立島田市民病院建設基本構想」策定のための基礎資料とする。 

実施主体 島田市 

実施日 平成 26 年 4 月 19 日(土) 

場所 島田市役所会議棟 大会議室 

対象 公募による島田市内在住者７名 

※ 出典：島田市 

 

a 市民が求める病院機能に対する主な意見 

新病院においても、二次救急医療、災害拠点病院、地域医療支援病院、政策医療(小

児・感染等)、悪性新生物への対応、呼吸器系疾患(肺がんや肺炎)といった現在の機能

や役割を維持してほしいという意見が挙げられました。また、医師確保が困難である

状況についても言及があり、圏域内の他の公立病院との役割分担や医師が集まる病院

を目指してほしいとの意見もありました。 

新病院で充実してほしい機能としては、災害拠点病院としての機能や患者相談機能の

充実、障害者に配慮した施設整備が挙げられました。 

b 病院規模に対する主な意見 

病床規模を設定する上で、静岡県の医療計画や地域医療提供のあり方、30 年後の

人口(高齢者人口)、近隣病院との機能連携、事業費、医療従事者の確保可能性を考慮

して設定してほしいという意見が挙げられました。 

c 建設地に対する主な意見 

高齢者や障害者による利用を考慮し、広い駐車場が確保できることや交通利便性か

ら建設地を選定してほしいとの意見が挙げられました。また、災害拠点病院として、

災害時においても病院機能が維持できる場所であることも建設地の要件であるとの

意見も挙げられました。 
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(2) 市立島田市民病院の課題 

 

ア 病院建物の耐震性・施設設備の老朽化  

現在の病院本館の耐震性については、静岡県が国の方針を受け、災害時の拠点となる学

校、病院、庁舎等の公共建築物について耐震性能を判定するために、独自に策定した東海

地震に対する公共建築物の耐震性能判定基準では「耐震性能がやや劣る建物」、「倒壊す

る危険性は低いが、かなりの被害を受けることも想定される」建物として判定されていま

す。また、現病院が昭和 54 年に現在地へ新築移転してから約 35 年が経過しており、

施設設備の老朽化も進行しています。 

島田市総合計画後期計画策定に係る住民アンケート調査結果では、「医療が充実したま

ちづくり」に対して市民の期待が高いことや今後の医療環境の変化に十分に対応するため

には、施設の維持管理が困難になる前に新病院建設計画を進める必要があります。 

 

イ 急性期病院としての市民病院の課題 

医療行政の動向としては、地域における中核的な位置づけの病院についても、急性期か

ら慢性期まで幅広い分野の医療を提供するのではなく、急性期または慢性期のどちらか

に特化したかたちでの機能再編が求められており、市立島田市民病院は、島田市におけ

る唯一の急性期病院であることから、急性期病院として急性期に特化したほうが良いと

考えられます。しかしながら、島田市内に急性期を脱した患者の受け皿が不足している

ため、現在は市民病院に回復期リハビリテーション病床や療養病床を設け、退院調整機

能として運営しています。これらの慢性期病床の扱いについては、市民病院単独ではな

く、島田市あるいは志太榛原医療圏全体の課題として検討していく必要があります。 

 

ウ 医療従事者の確保 

(ア) 医師確保の現状 

市立島田市民病院においても、全国

の公立病院と同様に、医師招聘は厳し

い状況にあります。現在の産婦人科の

常勤医師数は 1 名であり、年間にして

分娩件数が 200 件未満の状況にあり

ます。また、精神科の常勤医師の招聘

も困難な状況であり、入院機能を休止

している状況です。平成 24 年度には

眼科や呼吸器内科医師の減少により、

入院機能が一時的に低下しています。 

新病院の機能を検討するにあっては、こうした医師確保の現状も踏まえる必要があり

ます。 

また、市立島田市民病院は、厚生労働省臨床研修指定を受けています。急性期医療の

実践や高度医療設備等を活用する臨床現場において研修機会を設ける等、積極的に研修

※ 出典：市立島田市民病院調べ
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医の確保に努めています。このため、新病院では、地域医療を担う人材確保・育成のた

めに、研修・教育機能(特に設備面)をさらに充実させる必要があります。 

(イ) 看護師確保の現状 

市立島田市民病院の看護師につ

いても、7 対 1 看護基準維持のた

め、年度途中の採用も行いながら、

看護師確保に努めていますが、一

方で結婚や出産を理由とする離

職者もあるため、人員に余裕がな

いのが現状です。このため、職場

環境の改善や離職者の職場復帰

も考慮した教育研修体制を充実

させることにより、今後も看護師

確保に努める必要があります。 

 

エ 医療圏内の連携推進 

志太榛原医療圏域内には、市立島田市民病院を含め、400 床を超える 3 つの急性期の

市立病院(市立島田市民病院、藤枝市立総合病院、焼津市立総合病院)が、市立島田市民病

院から 10km 圏内にあります。 

静岡県は、志太榛原医療圏における医師不足、榛原総合病院の機能縮小による地域医療

体制の見直し、初期救急体制の再整備等の課題に対処するため、静岡県地域医療再生計

画(平成 22 年度～平成 25 年度)を策定し、これに基づき、県全体で医師確保への取り

組みを進めるほか、圏域内の公立病院の医療連携強化、志太・榛原地域救急医療センタ

ーの診療体制再整備等を推進しています。 

この計画の中で、市立島田市民病院は、藤枝市立総合病院、焼津市立総合病院とともに

志太榛原医療圏における急性期・二次救急を担う病院として位置づけられており、人的

資源も含めた医療資源の効率的な活用を踏まえ、これら公立病院間の機能分担及び連携

体制の整備・強化を今後も一層推進していく必要があります。さらに、こうした公立病

院間での機能連携を中心として、民間病院や診療所等との連携強化も必要です。 

実際に、市立島田市民病院には、島田市以外に川根本町や焼津市、藤枝市、牧之原市、

吉田町からも患者が来院していることから、行政区という枠組みを超えて、他の公立病

院と連携しながら、志太榛原医療圏内の医療需要に対応していくことが望まれます。 

※ 出典：市立島田市民病院調べ
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オ 他の医療圏への流出傾向 

志太榛原医療圏における急性期患者の動向を診断群分類別にみると、急性期患者につい

ては、「消化器系疾患等」を中心に志太榛原医療圏域外への流出傾向があることがわか

ります。下図によれば、急性期患者の流出先は静岡医療圏や西部医療圏と考えられます。

こうした流出傾向のある診断群分類に関する対応については、現状どおり圏域外の医療

機関と広域連携しながら対応するのか、ニーズを考慮して、市立島田市民病院あるいは

圏域内の他医療機関と連携しながら重点的に強化すべきものとして位置付けるのか検討

が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ MDCｺｰﾄﾞと診断群分類
MDC01 神経系疾患 MDC10 内分泌・栄養・代謝に関する疾患
MDC02 眼科系疾患 MDC11 腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾患
MDC03 耳鼻咽頭科系疾患 MDC12 女性生殖器系疾患及び産褥期疾患・異常妊娠分娩
MDC04 呼吸器系疾患 MDC13 血液・造血器・免疫臓器の疾患
MDC05 循環器系疾患 MDC14 新生児疾患、先天性奇形
MDC06 消化器系疾患、肝臓・胆道・膵臓疾患 MDC15 小児疾患
MDC07 筋骨格系疾患 MDC16 外傷・熱傷・中毒
MDC08 皮膚・皮下組織の疾患 MDC17 精神疾患
MDC09 乳房の疾患 MDC18 その他

※ 出典：厚生労働省DPC評価分科会(平成24年度)
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カ 災害拠点病院としての機能 

市立島田市民病院は、静岡県から災害拠点病院の指定を受けており、また、島田市地域

防災計画上は救護病院として位置づけられています。現在は、静岡県の第４次地震被害

想定に対応するよう医療体制の整備を行っております。 

東日本大震災以後、大規模災害時の医療のあり方が見直されつつあり、国は平成 23 年

10 月、災害医療等のあり方に関する検討会報告書を発表し、病院機能を有する施設の

耐震化、ＤＭＡＴの保有や敷地内へリポートの必要性等を示しました。 

また、市立島田市民病院は、浜岡原子力発電所から約 30 キロ圏内に位置しており、「静

岡県地域防災計画 原子力災害対策の巻」において、平成 25 年６月に初期被ばく医療機

関として位置づけられました。 

こうした状況を踏まえ、静岡県及び島田市が策定する地域防災計画との連携をとりなが

ら、災害拠点病院としての役割を果たすため、必要な準備を整えていく必要があります。 

特に新病院機能としては、敷地内ヘリポートの設置や被災者用収容スペースの確保が求

められます。 

 

キ 十分な駐車場スペースの確保 

現病院では、患者及び職員用として、およそ 900 台分の駐車場が数か所に分散整備さ

れていますが、混雑してしまう状況があります。このため、新病院建設計画では、十分

な駐車台数を確保するとともに、高齢者や障害者にとっての利便性に配慮した駐車場を

整備する必要があります。 

 

 


